
2022年10月19日 第2220回例会 2022-23 Rotary International Theme 

   2022-23年度 クラブテーマ 
「対話から生まれる創造性を求めて～世代を超えて奉仕の価値観を共有しよう～」 

会   長  橘 喜久夫       
直前会長  米田  勉    
会長エレクト  白井 博巳   
副 会 長    源本 将人  

幹  事  粟津 直晶    
S A A  瀬川 裕一 
会  計  秀島 伸彦 
特別理事 岡山 量正 

理事(長期計画) 國田 欣吾 
理事(職業奉仕) 原   卓生   
理事(社会奉仕) 養老 孝雄 
理事(国際奉仕) 杉森 久哉 

理事(青少年奉仕) 宮地 康弘 
理事(クラブ研修) 木﨑 信也 
理事(親   睦) 髙橋 克文 
理事(会員増強) 鳳山 成志 

 本日の歌 

  「四つのテスト」 

 真実か どうか 

 みんなに 公平か 

 好意と友情を深めるか 

 みんなのために 

 なるかどうか 

＊山中歴代会長のお話を聞いて勉強に 

 なりました            朝川惠輔 

＊誕生祝いありがとうございました 

                  甲山真知子 

＊山中さんのお話続きを楽しみにしてお 

 ります！              中島 一 

＊米山月間として卓話のお時間を頂き 

 ました ありがとうござました   林  宏毅 

＊入会1周年の喜びに      宮井  淳 

＊孫が生まれた喜びに      森岡順一 

＊山中先生貴重なお話し有難とうござい 

 ました 米寿お祝申しあげます 

                   山本なをみ 

＊杉五兵衛で開催できた喜びに 

        9月28日三九会参加者一同 

＜2022-23年度役員・理事＞ 

第2219回 
例会出席報告（10月5日） 

会員総数 86名 

出席会員  
43名 

（オンライン参加者なし） 

出席率 56.58％ 

欠席会員 43名 

出席免除会員 8名 

メーク会員 0名 

お客様  
 米山奨学生 グェン･ﾃｨﾝ･ビック･ホン様 

 地区行事等出席報告 

10/5 地区青少年交換委員会   松吉 

10/8  公共イメージ向上セミナー 

             岩本、橘、白井、龍見 

10/18 大輪ゴルフ大会  

         河本賢一、川上、叶、中島 

10/20 ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐ｴﾚｸﾄ会議     岩本 

10/29 5RC親睦ゴルフ大会 

11/9 3組会長幹事会 岩本、橘、粟津 

 地区行事等出席予定 

 本日の配布物 

①10月１９日週報 

②第4回定例理事会議事録 

 

１１：００ 開会点鐘  

＊ロータリーソング  「四つのテスト」 

＊お客様紹介  

＊会長の時間 

＊幹事報告 

＊出席状況報告 

＊その他委員会報告 

＊3分間スピーチ 甲山会員 

＊卓話 

 「献血について」  

  大阪府赤十字血液センター  

             岡田知教 様 

＊ニコニコ報告  

 １２：００ 閉会点鐘 

―食事時間― 

＊献血推進活動 樟葉駅前 

 １０：００～１６：３０ 

＊ポリオ根絶啓発活動 樟葉駅前 

 １４：００～１５：００ 

＜本日の会合＞（敬称略） 

RYLA実行委員会 例会終了後 

岩本、初木、中島、原田、松吉 

松田、稲田、岩渕、川上、大橋 

今西、三好、今平、河本賢一 

稲井、白井 

＜研修委員会＞事務局 

木﨑、松田、初木、中島 

 プログラム 

 本日の回覧物 

・今中会員白寿御祝寄書き 

  ￥28,400- 

 ￥428,288-  

2022年10月5日現在   

 今後の予定 

10月26日(水) 
18:30～20:30 
枚方市文化芸術ｾﾝﾀー  

■夜間例会 

■入会式  

■研修「ﾃｰﾌﾞﾙﾃﾞｨｽ 

    ｶｯｼｮﾝ」 

■新入会員歓迎会 

■第1回指名委員会 

 

11月16日(水) 
12:30～13:30 
  きらら 

■卓話「月間に因んで」 

         長友財団委員長 

■３分間ｽﾋ゚ｰﾁ 鳳山会員 

1１月2日(水)定款により休会 

 
1１月9日(水) 
 12:30～13:30 
 きらら 

■外部卓話 

■3分間ｽﾋﾟｰﾁ髙島会員 

■定例理事会 

例会場：くずはゴルフリンクス 

          10月 
    ＜入会記念日御祝＞  ＜お誕生日御祝＞ 

     宮井 淳  会員          甲山 真知子 会員   秀島 伸彦 会員 
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【歴代会長のお話】 山中 卓 2006-07年度会長 

 改めまして、皆さんこんにちは。先日、防犯協会の催しで旧市民会館倉庫前に行った際、銀杏

の木からあの臭い実が落ちていました。皆さんは銀杏の実で食中毒を起こすのをご存じですか。

年配の方はご存じかもしれませんが。私が小さい時に秋になると、夜中に両親が囲炉裏端で銀

杏を焼いて美味しそうによく食べていましたが、子どもの前では食べなかったのです。私が小さ

い時はおやつも芋の蒸かしたもの位しかない時代で、近所の幼稚園児くらいの女の子が、お腹

が減っていたのか銀杏を食べて痙攣を起こし、白目になって大騒ぎになったのをよく覚えていま

す。今は、実を食することはないと思いますが、５歳未満の子どもは５～６粒ほど食べると症状が

出るようですので気を付けて下さい。以上で会長の時間を終わりますが、残りの時間で会長経験者であり最長老の

山中会員に、ロータリクラブについてお話を頂きたいと思いますので宜しくお願いします。 

 

橘 喜久夫 会長 

【会長の時間】  

 私の出身地ベトナム・ハイフォン市は、ハノイ市、ホーチミン市と並ぶ

中央直轄市で、ベトナム北部最大の港湾都市であります。ハイフォン

市と言えば赤い火炎樹の花で有名です。街の通りには火炎樹が道路

沿いや学校の周りに数多く植えられています。ハイフォン市は別名で

火炎樹市とも言われています。赤い火炎樹はベトナム語でホアフォン

ドーと言います。5月から6月かけてこの花が咲きます。火炎樹は満開

になると街が赤く燃え上がってるように見え、とてもきれいです。年に一度5月中旬ご

ろ、ハイフォン市では火炎樹フェスティバルが開催されます。この日にはハイフォンの

人々だけでなく、ベトナムの各地からの旅行者や外国人の旅行者も大勢このファスティ

バルを見に来るのでとても賑やかです。火炎樹は5月、6月の卒業シーズンに咲くの

で、満開の火炎樹を見ると別れの寂しさを感じる人も多いようです。 

 ハイフォン市の観光地カットバー島は、森林と海の多くの貴重な天然資源が集まって

います。ヴォック・カットバというサルは世界で最も絶滅の危機に瀕している霊長類の 5 

種の 1 つとして、世界のレッドブックとベトナムのレッドブックに記録されており、現在 

FFI によって厳格に保護されています。島だけに生息する霊長類で、カットバの世界

生物圏保護区のシンボルです 。ハイフォン市の特産品といえば、バイン・ダー・クア 

（カニ麺）が最も有名な料理で、他にもチャー・ムック－（イカの練り物） 、バインミーカイ 

（長細いパンにパテ を挟んだもの）、スイジン（もち米粉で作る団子汁）などがあります。  

【卓話】「米山奨学生として」 米山奨学生 グェン・ティ・ビック・ホン 様 

 ロータリーとは、意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励し、これを育むことにある。具体

的には、①知り合いを広める②職業上の倫理③会費納入と出席をする。 

 一つ一つみると難しいけれど、ロータリアンは奉仕をして自分で楽しんで、そのような生活をし

なさいと言っているのかなと思う。私なりに考えてロータリーの生活をじっくり楽しむ。自分にとっ

て自分の人生にとってプラスになるようにしてほしい。ロータリー活動の基本は、会費の納入と暇

を見つけてロータリーの例会に出席し、いろいろな行事に参加する。先輩の話が聞け、色々な

職業の人がいるのでその人の話が聞ける。為になることを学んだり、趣味や四方山話ができ、

ロータリーに入っていいことがあって、ここに来ることが大切に思えてくる。 

 ロータリーは一人でできないことを一つになってできる団体である。自信と誇りをもった友情と愛に満ちた仲間で

あり家族である。三つの愛（知りあい、ふれあい、助けあい）があり、人と人の付き合い、信じあい、思いやりの心、感

謝し尊敬の念をもった付き合いこそが、ロータリーの仲間づくりであると私は思う。 

 

山中 卓 歴代会長 

 

橘会長より 10月奨学金を贈呈 

 

世界で最も稀少な霊長類ヴォック・カットバ 

    火炎樹の花 

  米山奨学生  
グェン･ﾃｨﾝ･ビック･ホン様 


